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されてきていることから、本研究では、NIRS を用いて VF 課題中に測定
した、成人OCD患者における背外側前頭前野での血流動態反応を評価し、
それらを健常対照者における反応と比較することを目的とした。 
20 名の OCD 患者と年齢、性別、利き手、そして推定知能指数を一致
させた 20 名の健常対照者が参加した。診断は、精神疾患の分類と診断の
手引第 4 版（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 
4th edition: DSM-Ⅳ）に基づいた構造化面接によって行い、明らかな身
体疾患や脳に影響を及ぼしうる既往、精神疾患の既往および発達障害の既





題として、30 秒の課題前区間、20 秒の VF 課題を 3 回（合計 60 秒）、
70 秒の課題後区間から構成された VF 課題手順に沿って、この間の NIRS
測定を行った。同日に、強迫症状を Yale-Brown Obsessive-Compulsive 
Scale (Y-BOCS) および Maudsley Obsessive-Compulsive inventory 
(MOCI) 、抑うつ症状をHamilton Depression Rating Scale (HAM-D) 、
不安症状を Hamilton Anxiety Rating Scale (HAM-A) を用いて測定した。
アーチファクトは、詳細な観察と 0.1 ヘルツの高域遮断低域濾波装置を用
いて解析前に除外した。左および右背外側前頭前野ならびに前頭極に置い
た 14 のチャンネルで、OCD 患者と健常対照者との酸素化ヘモグロビン
濃度変化の Z 値を算出し、有意水準を 5%と定めて 2 群間で t 検定による
統計解析を行った。多重比較補正には false discovery rate (FDR) を用い
た。 
年齢、性別、推定知能指数は、OCD 患者と健常対照者で有意な差は見
られなかった。OCD 患者の Y-BOCS 得点の平均は 18.7、OCD 患者と
健常対照者の MOCI 得点の平均はそれぞれ 15.5、4.3 で、2 群の MOCI 






小さかった (t = 2.285, p = 0.028) 。しかしながら、多重比較補正後では
有意差を認めず、これについては本研究が相対的に小さいサンプルサイズ
を用いた可能性がある。 
OCD 患者では、VF 課題中の NIRS で測定された右背外側前頭前野の
血液動態反応減少が見られた。この結果は、OCD の病態生理において背
外側前頭前野が重要な役割を果たすという仮説を支持しているものと考
えられる。 
